
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

【請求項２】
　

【請求項３】
　

【請求項４】
　

【発明の詳細な説明】
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紙巻きたばこなどの喫煙物品のためのパック (３０）であって、前記喫煙物品が、少な
くとも第一層（１６）及び前記第一層に対して対照的な外観の第二層（１４）を含む型押
しボス形成シート（１０）からなる内包み（４０）で包まれており、前記シート（１０）
がその上に複数のボス（２６）を型押ししたものであり、前記第一層（１６）が前記ボス
（２６）の少なくともいくつかの表面から抜き取られており、これによって、前記第二層
（１４）を見ることができ、パックを閉じたとき、そこを通して、前記内包み（４０）を
見ることができる開口（３８）をパックが有することを特徴とするパック。

前記シート（１０）の第一層（１６）が金属様の外観有しており、前記第二層が対照的
な金属様ないし非金属様の外観を有することを特徴とする請求項１に記載のパック。

前記シート（１０）の第一層（１６）及び第二層（１４）が紙及びこれに類する支持体
（１２）を覆っていることを特徴とする請求項１または２に記載のパック。

前記シート（１０）が前記支持体（１２）と前記第二層（１４）との間に挿入された又
は第一層（１６）の上を覆うさらなる層（１８）を有する請求項１，２又は３に記載のパ
ック。



【０００１】
本発明は特徴的な外観を有するシート材料を提供する。本発明のシート材料は例えば紙巻
きたばこなどの喫煙物品に対する包装材料として有用である。
【０００２】
金属箔、金属／紙ラミネート及び蒸着された紙又はプラスチックフィルムの如き型押シー
トは包装に広く使用されている；紙巻きたばこの包装におけるかかる使用の例は内包み (
紙巻きたばこの柔らかい又はボックスパックの内側の紙巻きたばこのブロックのすぐまわ
りに（又は部分的にまわりに）包まれたシート )及び上包み (紙巻きたばこのパックの外側
包装シート )、及び単一包み（ｍｏｎｏｗｒａｐｓ） (紙巻きたばこパックに従来使用され
る包装の層全てを置換する単一包みシート )を含む。包装シートは紙巻きたばこを保護す
るように作用し、また装飾機能も有する；それは製品識別証明及び他の商標材料及び／又
は内包みの場合には“引く”の如き指示を持っていてもよい。内包みは典型的には箔、箔
と紙又はプラスチックフィルムのラミネート又は蒸着された紙又はプラスチックフィルム
からなり；上包みは典型的にはクリアな又は蒸着されたプラスチックフィルムからなり、
単一包みは典型的には基本支持体層、ラッカー、インク、他のラミネート層及び蒸着層を
含む金属層／サンドイッチ構成からなる。紙巻きたばこ包装に使用される他の包装シート
は紙巻きたばこの幾つかのパック (通常２０個の紙巻きたばこの各々の１０パック )を一緒
に包むために使用される結束包み（ｂｕｎｄｌｅ　ｗｒａｐｓ）を含む；これらは典型的
には印刷された紙又は印刷された又は蒸着されたプラスチックフィルムからなる。
【０００３】
包装シートは装飾目的のため、製品識別目的のため、使用者に対する指示を付与する目的
のため、及びシートが折りたたまれる容易さを改良するためにしばしば型押しされる。
【０００４】
シートは一対の対向した回転型彫り型押ローラによって型押しされることができる；シー
トはローラ間のニップを通過し、それらの外形に従う。幾つかの様々なタイプのローラが
存在する；特に効果的な例は対応する雄及び雌の外形を有する二つの硬い鋼ローラが一緒
にかみ合うタイプである；一方のローラはモータによって駆動され、他方のローラは駆動
ローラによって駆動される。かかる型押装置はＵＳ　５００７２７１、ＵＳ　５５５８７
７４及びＥＰ　０９２５９１１に開示されている。典型的には、型押ローラは数千の小さ
な正方形ベースの角錐からなる外形を有する (典型的には０．４ｍｍの辺を持つベースを
有する )。グラフィック材料は要求される像に対応するローラの一方の上の平坦な領域に
よって型押パターン上に付与される；シートはこれらの平坦な領域によって型押しされな
い。かかる型押装置の一例はシリアルナンバー１９００００００の下でＮｅｕｃｈａｔｅ
ｌ，スイスのＢｏｅｇｌｉ－Ｇｒａｖｕｒｅｓ　Ｓ．Ａ．によって販売されるものである
。
【０００５】
シートを型押しする工程にさらなる処理工程の追加の必要性なしに型押シートにグラフィ
ック材料を適用する特徴的手段を提供することによって、審美的効果を増大すること、特
に製品識別証明及び他の商標材料のキャリアとしてのこれらの包装シートの有効性を増大
することが望まれている。
【０００６】
本発明によれば、少なくとも第一層及び前記第一層に対して対照的な外観の第二層を含む
型押シートであって、シートが複数の型押ボスを有しており、第二層が見えるように第一
層が少なくとも幾つかのボスの面には存在しない型押シートが提供される。
【０００７】
第一層がない場合に目に見える第二層は第一層に直接隣接しなくてもよい；それらの間に
入る一つ以上の透明層があってもよい。第一層はシートの上部 (又は下部 )層であってもよ
いが、その必要性はない。
【０００８】
シートの型押ボスの面の少なくとも幾つかからの第一層の除去の効果はシートの残りに対
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して対照的な色のシートの領域を与えることである。これらの領域はシートが第一層が除
去されたボスの面の方に見るときに最も明らかであるだろう。
【０００９】
好ましくは、第一層は金属様の外観を有し、第二層は対照的な金属様又は非金属様の外観
を有する。また、好ましくは第一層及び第二層は紙の如き支持体をカバーする；シートか
ら所望の性能を達成するために支持体と第二層の間に挿入された又は第一層上のさらなる
層を存在させてもよい。
【００１０】
シートは対照的な外観の少なくとも二つの層を含むいかなる材料であってもよい。好まし
いシートは、インク又はラッカー層で印刷された紙、例えば紙／ラッカー／印刷シート；
紙／金属 (特にアルミニウム )ラミネート；蒸着された紙、例えば紙／コーティング／プレ
ラッカー／金属／表面ラッカーシート；紙／プラスチックフィルムラミネート (それは印
刷又は蒸着されてもよい )；及び蒸着されたプラスチック (例えばポリプロピレン )フィル
ム、例えば蒸着されたフィルム／プライマー／印刷／ (金属様を含むあらゆる色プリント )
又は着色された透明フィルムを含む。シートは上述の層の組合せを含んでもよく、例えば
蒸着されたプラスチックフィルムは印刷インク層を上に横たわらせてもよく、もちろんク
リアラッカー及び接着層の如き追加の層をもちろん含んでもよい。シートの基本重量はシ
ートの用途に依存し、上包みシートは例えば硬い紙巻きたばこパックの箱が形成されるシ
ートよりかなり小さい基本重量を有するだろう。
【００１１】
また、本発明によれば、第一層及び前記第一層に対して対照的な外観の第二層を含むシー
トを一対の型押ローラ間に通過させてシート上にボスを形成し、第一層がボスの前面又は
後面の少なくとも幾つかの上でシートから除去されるようにボスの前面又は後面がシート
のローラ間の通過につれて剪断応力を受けることを含む、本発明による型押シートの製造
方法が提供される。
【００１２】
また、本発明によれば、紙巻きたばこなどの喫煙物品のためのパックの如きパックであっ
て、喫煙物品が本発明によるシートから形成された内包みで包まれており、パックの壁が
開口を有し、それを通してパックが閉じられると内包みが見えるパックが提供される。
【００１３】
本発明は図面を参照して例によってさらに記載される。
図１は本発明による型押シートを与えるために型押しされたシートを示す。
図２は型押し中の図１のシートを示す。
図３は型押し後の図１のシートを示す。
図４は本発明の第三側面による紙巻たばこパックを示す。
【００１４】
図１のシート１０は紙巻きたばこのパックのための内包みとして特に有用であり、基本重
量５０ｇ／ｍ２ (好ましくは２０ｇ／ｍ２ ～７０ｇ／ｍ２ )及び厚さ５０μｍ (好ましくは
２０μｍ～６５μｍ )の支持体１２を含む。紙支持体１２上にあるのは厚さ１．５μｍ (好
ましくは０．１μｍ～３μｍ )の着色されたラッカー層１４であり、それ自身は１０～５
００Åの厚さのアルミニウムの金属層１６を上に横たわらせている。金属層はそれ自身厚
さ１．５μｍ（好ましくは０．１μｍ～３μｍ）の透明ラッカー層１８を上に横たわらせ
ている。着色層１４及び紙支持体からの透明層１８及び金属層１６の除去はもし金属層／
着色ラッカー層の結合の剪断応力に対する抵抗が着色ラッカー層／紙支持体の結合のそれ
より小さいなら促進される。
【００１５】
図２において見られるように、シート１０は二つの回転型押ローラ２２ａ、２２ｂの間の
ニップ２０中に供給される。これらのローラの表面は型押後にシート１０に角錐形状のボ
ス２６を付与するために複数の切頭角錐の型押外形２４を持つ。型押ローラ２２ａ，２２
ｂは図２に示された方向に回転し、シート１０をニップ２０中に引っ張る；シート１０の
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透明層１８及び金属層１６に隣接するローラ２２ｂ（図２の上部ローラ２２ｂ）上の外形
２４はシート１０に当たると、外形２４の前縁は図２及び３の領域Ａのようにボス２６の
少なくとも幾つかの部分上でシートから透明層１８及び金属層１６を剪断する。シート１
０の着色されたラッカー層１４と金属層１６の間の結合の剪断に対する抵抗は他の層間の
結合のいずれの間よりも小さいので、金属層１６及び透明層１８は支持体から除去され、
そこでシートは型押ローラ２２ａ，ｂの外形２４の相互作用によって剪断応力を受ける。
【００１６】
図３は型押しされたシート１０を示す。紙支持体１２、着色されたラッカー層１４、金属
層１６及び透明ラッカー層１８はシートのほとんどの上で無傷で残り、全体として金属様
の外観を与える。透明層及び金属層が型押ローラ２２ｂの一方の上の外形２４によって剪
断される領域Ａでは、着色ラッカー層１４が表われ、それらの領域に異なる外観を付与し
ている。露出された着色ラッカー領域Ａはシート１０が一般に図３に示されるように見る
ときに最も明瞭に見られることが認識されるだろう；その効果は視点が型押シート１０の
ボス２６に対して動くにつれて顕著でなくなるだろう。
【００１７】
本発明の型押シートは新規でかつ魅力的な外観を有する。それらは包装において多くの用
途を持つが、それらは紙巻きたばこの包装に特に有用であり、しかも内包み、上包み、単
一包み及び結束包装として使用されうることが明らかであろう。もし板紙からなるなら、
それらはボックス型の紙巻きたばこパックのパック体のために使用されることができる。
【００１８】
本発明の型押シートが包装として使用されるとき、それらは商標又は他の製品を識別する
材料並びに他の情報又は指示を型押しされることができる。
【００１９】
本発明によるシートの内包みを含む好ましい紙巻きたばこパックでは、パックの紙又は板
紙シェルの一つの壁の一部が存在しないため窓が与えられ、それを通して内包みを見るこ
とができる；窓は透明フィルムで閉じられることができる。
【００２０】
図４はパック中の紙巻きたばこへのアクセスを与えるように開口する蓋３６にヒンジ付け
された本体３４を有する外部シェル３２を含むタイプのパック３０を示す。パック本体３
４の前壁はその中に窓３８を有し、そこではパックのカードは存在しない。パック中の紙
巻きたばこは本発明によるシート１０の内包み４０で包装され、それは窓３８を通して見
ることができる。内包み４０はその上に負わされた領域４２を含むパターンを有し、その
領域からシートの層が除去されて対照的な層を表わす。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による型押シートを与えるために型押しされたシートを示す。
【図２】　型押し中の図１のシートを示す。
【図３】　型押し後の図１のシートを示す。
【図４】　本発明の第三側面による紙巻たばこパックを示す。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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